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地域貢献への取組み
地域経済活性化への取組み

〒693-0001 島根県出雲市今市町252-1
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ＴＥＬ（0853）20-1000

島根県中小企業家同友会と「包括的連携協力協定」を締結し、
スタートアップセミナーを開催しました。

地域行事への参加・イベント

スポーツ振興への支援

大田市民のまつり、天領踊りに参加

環境・福祉活動への取組み

日本赤十字社の献血サポーターとして献血活動を行っています。

5月

7月 ・ マネー・ローンダリング及びテロ資金供与等対策基本方針を制定

6月 ・ 「Origami Pay」との口座連携

8月 ・ キャッシュレス・消費者還元事業への参画

9月 ・ 「各種規定」電子化導入を公表（2019年10月より）
・ 保険新商品「個人年金保険」「学資保険」の取扱開始

・ 磁気の影響を受けにくい通帳（Hi-Co通帳）の取扱開始
・ 島根県中小企業家同友会との「包括的連携協力協定」を締結

次世代の人材育成のため、子ども達の活動を支援しています。
出雲・平田・簸川地区スポーツ少年団野球大会の主催

島根県観光キャラクター
「しまねっこ」
島観連許諾第5989号

Mini Disclosure
上半期

ミニディスクロージャー誌
［2019年4月1日～2019年9月30日］



理事長　　福  間　 均

2019年度上期の業績

ごあいさつ

預金積金の状況

　平素より「中央しんきん」をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。  
　この度、皆さまに中央しんきんをよりご理解いただくために「ミニディスクロージャー
2019年上半期」を作成いたしましたのでご高覧ください。今後とも地域のお客様にとって信
頼される存在であるよう役職員一同尽力してまいりますので、より一層のご愛顧とご支援を
賜りますようお願い申し上げます。

※記載金額は表示単位未満を切り捨てて表示しております

地域の多くのお客さまからお預け入れいただいた預金を中心に増加し、2019年9月末の預金等残高は
2,190億円となりました。

貸出金の状況 地域の皆さまや事業者の方々に幅広くご利用いただき、2019年9月末の貸出金残高は1,222億円となりました。

有価証券の状況 お客さまからお預かりしている資金の一部は、有価証券で運用しております。
引き続き、有価証券等のリスク管理の高度化を図り安全な運用に努めてまいります。

預金積金の推移

損益の状況

経常利益

自己資本比率の状況

自己資本の額および自己資本比率の推移

不良債権の状況　

金融再生法による開示債権及び同債権に対する保全状況

（単位：億円）

その他有価証券で時価のあるもの

満期保有目的の債券で時価のあるもの

(単位：百万円)

(単位：百万円)

(単位：百万円)

コア業務純益
　コア業務純益(投資信託解約損益を除く)
　 (単位：百万円)コア業務純益

コア業務純益(投資信託解約損益を除く)

当期純利益　 (単位：百万円)
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貸出金の推移
（単位：億円）

750

1,000

1,250

2015年
9月末

1,025

2016年
9月末

1,059

2017年
9月末

1,113

2018年
9月末

1,1641,164

2019年
9月末

1,2221,222

1.2019年9月末の｢評価差額｣および「含み損益」は2019年9月時点の貸借対照表計上額 
  （償却原価法適用後）と時価との差額を計上しております。
2.時価は、期末日における市場価格等に基づいております。
3.上記の｢その他｣は、外国証券及び投資信託等です。
4.時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

(注)
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区　分
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不良債権の84％は担保や保証、貸倒引当金により高い保全率でカバーされ、残り16％は自己資本で十分カ
バーしており健全性に問題はありません。また当庫では可能な限り再生支援することを第一としていること
から、積極的な不良債権比率の引下げは行っておりません。

金融機関の健全性を示す自己資本比率は8.69％となりました。利益の蓄積により自己資本額は増加
しましたが、貸出金が増加したことから前期比0.16ポイント低下しました。しかしながら依然として国
内基準4％を大きく上回る水準を維持し、高い健全性を維持しています。

金融機関の本業の収益力を示すコア業務純益は361百万円と安定した収益を確保しております。経常利益および当
期純利益は、いずれも上半期としては過去最高益となりました。

■破産更生債権及びこれらに準ずる債権／破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻
に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権（以下、破産更生債権等という）です。

■危険債権／債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、
契約に従った債権の元金の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。

■要管理債権／自己査定において要注意先に区分された債務者に対する債権のうち、3カ月以
上延滞債権及び貸出条件緩和債権に該当するものをいいます。

■正常債権／債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、破産更生債権
等、危険債権、要管理債権以外の債権をいいます。

※「コア業務純益」とは、有価証券の売却等損益と
一般貸倒引当金繰入額を控除した中核となる収益

（単位：億円）●預金者別預金残高の構成
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有価証券の内訳
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総所要自己資本額＝リスクアセット等の4％

(単位：百万円)

項　　目 金　　額
自己資本①-②（A)
コア資本に係る基礎項目の額①
コア資本に係る調整項目の額②

8,899
8,914
14

リスクアセット等（B) 102,390

単体自己資本比率（A/B×100） 
総所要自己資本額 

8.69%
4,095

（単位：百万円）2019年9月末現在

危険債権
8,013

要管理債権
1,116

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

987

正常債権
113,763

(単位：百万円)

債権の区分
金融再生法上の不良債権（A）

合　計 (B)

破産更生債権およびこれらに準ずる債権
危険債権 
要管理債権 
正常債権 

2019年9月末
10,116
987
8,013
1,116

113,763
123,880

保全額  （C）

保全率（C）/（A）

担保・保証等 
貸倒引当金 

8,516
6,921
1,595
84.18

不良債権比率（A)/（B) 8.16%

402402



理事長　　福  間　 均

2019年度上期の業績

ごあいさつ

預金積金の状況

　平素より「中央しんきん」をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。  
　この度、皆さまに中央しんきんをよりご理解いただくために「ミニディスクロージャー
2019年上半期」を作成いたしましたのでご高覧ください。今後とも地域のお客様にとって信
頼される存在であるよう役職員一同尽力してまいりますので、より一層のご愛顧とご支援を
賜りますようお願い申し上げます。

※記載金額は表示単位未満を切り捨てて表示しております

地域の多くのお客さまからお預け入れいただいた預金を中心に増加し、2019年9月末の預金等残高は
2,190億円となりました。

貸出金の状況 地域の皆さまや事業者の方々に幅広くご利用いただき、2019年9月末の貸出金残高は1,222億円となりました。

有価証券の状況 お客さまからお預かりしている資金の一部は、有価証券で運用しております。
引き続き、有価証券等のリスク管理の高度化を図り安全な運用に努めてまいります。

預金積金の推移

損益の状況

経常利益

自己資本比率の状況

自己資本の額および自己資本比率の推移

不良債権の状況　

金融再生法による開示債権及び同債権に対する保全状況

（単位：億円）

その他有価証券で時価のあるもの

満期保有目的の債券で時価のあるもの

(単位：百万円)

(単位：百万円)

(単位：百万円)

コア業務純益
　コア業務純益(投資信託解約損益を除く)
　 (単位：百万円)コア業務純益

コア業務純益(投資信託解約損益を除く)

当期純利益　 (単位：百万円)

1,750

1,500

2,000

2,250 2015年
9月末

100

200

300

400

0

500

2015年
9月末

1,747

2016年
9月末

1,871

2017年
9月末

2,022

2016年
9月末

2017年
9月末

2018年
9月末

2019年
9月末

2018年
9月末

2,092

167

394

313

163

2019年
9月末

2,190

貸出金の推移
（単位：億円）

750

1,000

1,250

2015年
9月末

1,025

2016年
9月末

1,059

2017年
9月末

1,113

2018年
9月末

1,1641,164

2019年
9月末

1,2221,222

1.2019年9月末の｢評価差額｣および「含み損益」は2019年9月時点の貸借対照表計上額 
  （償却原価法適用後）と時価との差額を計上しております。
2.時価は、期末日における市場価格等に基づいております。
3.上記の｢その他｣は、外国証券及び投資信託等です。
4.時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

(注)

2019年9月末
時　価

区　分
評価差額

69,495
908

20,619
0

14,038
6,580
47,967

1,907
2

696
0

512
183
1,207

その他有価証券
株式
債券

その他

国債
地方債
社債

2019年9月末
貸借対照表計上額

区　分
含み損益

8,128 162満期保有目的債券

2015年
9月末

100

200

300

0

400

2016年
9月末

2017年
9月末

2018年
9月末

2019年
9月末

198
227

369

265

305

2014年
9月末

135

361

2015年
9月末

100

200

300

0

400

2016年
9月末

2017年
9月末

2018年
9月末

2019年
9月末

151

276

154

429

2014年
9月末

129

2014年
9月末

143

453453

不良債権の84％は担保や保証、貸倒引当金により高い保全率でカバーされ、残り16％は自己資本で十分カ
バーしており健全性に問題はありません。また当庫では可能な限り再生支援することを第一としていること
から、積極的な不良債権比率の引下げは行っておりません。

金融機関の健全性を示す自己資本比率は8.69％となりました。利益の蓄積により自己資本額は増加
しましたが、貸出金が増加したことから前期比0.16ポイント低下しました。しかしながら依然として国
内基準4％を大きく上回る水準を維持し、高い健全性を維持しています。

金融機関の本業の収益力を示すコア業務純益は361百万円と安定した収益を確保しております。経常利益および当
期純利益は、いずれも上半期としては過去最高益となりました。

■破産更生債権及びこれらに準ずる債権／破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻
に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権（以下、破産更生債権等という）です。

■危険債権／債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、
契約に従った債権の元金の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。

■要管理債権／自己査定において要注意先に区分された債務者に対する債権のうち、3カ月以
上延滞債権及び貸出条件緩和債権に該当するものをいいます。

■正常債権／債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、破産更生債権
等、危険債権、要管理債権以外の債権をいいます。

※「コア業務純益」とは、有価証券の売却等損益と
一般貸倒引当金繰入額を控除した中核となる収益

（単位：億円）●預金者別預金残高の構成

2,190億円

1,222億円

金融機関
4公金

109

個人
1,512

一般法人
564

●貸出金業種別残高構成比

製造業
5.6％

農林漁鉱業
0.5％

金融・保険業
4.0%

地公体
5.2%

運輸・情報通信業
1.7%

建設業
12.0％

個人
32.8%

不動産業
15.2%各種

サービス業
13.3%

卸・小売業
9.1%

電気・ガス
熱供給・水道業
0.6%

（単位：百万円）

有価証券の内訳

合計
77,740百万円

外国証券
25,150 社債

7,630

投資信託
29,696

株式
980

その他の証券
44

地方債
14,238

290290

370370

国内基準
4％

7,500

8,000

8,500

9,000

7,000 2

4

6

8

10

2015年
9月末

2016年
9月末

2017年
9月末

2018年
9月末

7,8597,859

8,1548,154
8,2028,202 8,2548,254

2019年
9月末（単位：百万円） （単位：％）

8,8998,8999.939.93 10.010.0

9.149.14 8.858.85
8.698.69

総所要自己資本額＝リスクアセット等の4％

(単位：百万円)

項　　目 金　　額
自己資本①-②（A)
コア資本に係る基礎項目の額①
コア資本に係る調整項目の額②

8,899
8,914
14

リスクアセット等（B) 102,390

単体自己資本比率（A/B×100） 
総所要自己資本額 

8.69%
4,095

（単位：百万円）2019年9月末現在

危険債権
8,013

要管理債権
1,116

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

987

正常債権
113,763

(単位：百万円)

債権の区分
金融再生法上の不良債権（A）

合　計 (B)

破産更生債権およびこれらに準ずる債権
危険債権 
要管理債権 
正常債権 

2019年9月末
10,116
987
8,013
1,116

113,763
123,880

保全額  （C）

保全率（C）/（A）

担保・保証等 
貸倒引当金 

8,516
6,921
1,595
84.18

不良債権比率（A)/（B) 8.16%

402402



店 舗 一 覧 表
本 店 営 業 部
塩 冶 支 店
出 雲 西 支 店
神 門 支 店
南 支 店
小 山 支 店
東 支 店
斐 川 支 店
斐 川 東 支 店
大 社 支 店
大 社 南 支 店
平 田 支 店

出雲市今市町２５２－１   
出雲市塩冶町９５６－１   
出雲市大島町２６    
出雲市知井宮町８４１－５   
出雲市駅南町１－２－２   
出雲市渡橋町３１６－３   
出雲市中野町３２３－３   
出雲市斐川町直江４８２２－２  
出雲市斐川町荘原２２４９－２  
出雲市大社町杵築東３８０   
出雲市大社町北荒木１２０５－３  
出雲市平田町２７９４－１  

（0853）21-1750 
（0853）23-0800 
（0853）43-0080 
（0853）21-1012 
（0853）23-3088 
（0853）23-1290 
（0853）22-4500 
（0853）72-0234 
（0853）72-3311 
（0853）53-3140 
（0853）53-4756 
（0853）62-2680

大 田 営 業 部
大 田 西 支 店
久 手 支 店
仁 摩 支 店
松 江 支 店
松 江 北 支 店
江 津 支 店
川 本 支 店
瑞 穂 支 店
石 見 支 店
邑 智 支 店
桜 江 出 張 所

大田市大田町大田ロ９４９   
大田市長久町長久ロ３０５－２８  
大田市久手町波根西１９８７－１  
大田市仁摩町仁万８２７－４   
松江市寺町２１０－４   
松江市北田町５９    
江津市都野津町２２７５－１   
邑智郡川本町大字川本５３１－１  
邑智郡邑南町下田所３４９－２  
邑智郡邑南町矢上１０７－２ 
邑智郡美郷町粕淵３７０－５ 
江津市桜江町川戸11-1 

（0854）82-0740 
（0854）82-6500 
（0854）82-8724 
（0854）88-2405 
（0852）21-0613 
（0852）21-4358 
（0855）53-0831 
（0855）72-0645 
（0855）83-1155 
（0855）95-1231
（0855）75-1243
（0855）92-8037 

トピックス（2019年4月～）

地域貢献への取組み
地域経済活性化への取組み

〒693-0001 島根県出雲市今市町252-1

https://www.shimanechuuou.co.jp/
ＴＥＬ（0853）20-1000

島根県中小企業家同友会と「包括的連携協力協定」を締結し、
スタートアップセミナーを開催しました。

地域行事への参加・イベント

スポーツ振興への支援

大田市民のまつり、天領踊りに参加

環境・福祉活動への取組み

日本赤十字社の献血サポーターとして献血活動を行っています。

5月

7月 ・ マネー・ローンダリング及びテロ資金供与等対策基本方針を制定

6月 ・ 「Origami Pay」との口座連携

8月 ・ キャッシュレス・消費者還元事業への参画

9月 ・ 「各種規定」電子化導入を公表（2019年10月より）
・ 保険新商品「個人年金保険」「学資保険」の取扱開始

・ 磁気の影響を受けにくい通帳（Hi-Co通帳）の取扱開始
・ 島根県中小企業家同友会との「包括的連携協力協定」を締結

次世代の人材育成のため、子ども達の活動を支援しています。
出雲・平田・簸川地区スポーツ少年団野球大会の主催

島根県観光キャラクター
「しまねっこ」
島観連許諾第5989号

Mini Disclosure
上半期

ミニディスクロージャー誌
［2019年4月1日～2019年9月30日］




